
北日本大学王座決定戦・パインボウルの勝者・北海学園大と、関東大学リーグ１部・ビッ
グ８優勝の慶応大が対戦するホワイトボウルが１２月２０日、東京・アミノバイタル
フィールドで行われ、北海学園大は０－７６で完敗した。４０年ぶりの関東勢との公式戦
対決だったが、攻守に力の差を見せつけられる無念の一戦となった。 
試合は開始早々から慶応大の
攻撃が爆発した。最初の攻撃シ
リーズでエースＲＢが負傷退場
したものの、３年生ＱＢのパス
と４人のＲＢで着実にゲイン
し、第１Ｑ３分にあっさりと先
制ＴＤ。同９分には１年生ＱＢ
の指揮で２本目のＴＤを挙げ
た。慶応大は第２Ｑにも４ＴＤ
を加えると、後半も第３Ｑに１
ＴＤ、第４Ｑに４ＴＤを追加し
た。 
パインボウルから４週間ぶりの試合となった北海学園大は、７点を追う最初の攻撃シ
リーズでいきなり、ＱＢ小笠原丈瑠（２年、北海高）がサックされる波乱。エースＲＢ阿
部龍太郎（４年、室蘭栄高）のダイブも進まず、パントに追い込まれた。１４点差を追う
２度目の攻撃シリーズは、ＲＢ阿部のランで第１ダウンを更新したが、続く４回の攻撃で
敵陣３０ヤードまで進むのがやっと。第２Ｑも４回の攻撃シリーズを得たが、パントが２
回、第４ダウンギャンブル失敗、パスインターセプトで得点を奪えなかった。 
北海学園大が意地を見せたのが第３Ｑ。２人目のＱＢ河合祐輔（２年、札幌第一高）が
エースＷＲ佐藤玲太（３年、札幌光星高）、ＲＢ山本遼太（２年、札幌国際情報高）、Ｔ
Ｅ稲葉海斗（２年、常総学院高）にパスを通して敵陣７ヤードまで前進。ＴＤを狙って投
じたパスが、エンドゾーン内で相手ＤＢにインターセプトされ、絶好の反撃機を逃した。
第３Ｑは守備陣も奮起し、ＬＢ竹内佑至（４年、旭川明成高）、ＤＬ坂本大弥（４年、札
幌開成高）、ＤＬ井利元宙夢（４年、江別・大麻高）、ＤＢ永井峻（４年、札幌光星高）、
ＤＢ岩瀬竜哉（３年、江別・とわの森三愛高）らがハードタックルを見せ、ＬＢ竹内がファ
ンブルリカバーで攻撃権を奪う場面もあった。守備陣は第４ＱにもＬＢ竹内とＤＬ藤田丈
慈（２年、札幌手稲高）、ＤＬ大弓陽太（１年、札幌厚別高）が相次いでＱＢサックする
など意地を見せた。 



北海学園大の高木幸樹ヘッド
コーチは「ＴＤを１本取れるか
なと思ったが。チームとしての
力すべてに差があった」と完敗
を認めた。ＯＬの中心としてパ
インボウルでも活躍した本間航
史主将（４年、札幌東高）は
「ラインで勝負したが、自分た
ちのリズムに持って行けなかっ
た」と悔しがり、ＤＬ坂本も
「相手ボールキャリアの足のか
きかたの力強さなど北海道との違いを実感した」と残念がった。 
厳しい敗戦となったが、下級生たちはこの経験を来年につなげようと誓った。４回のパ
ス捕球で５７ヤードを獲得し、キックオフリターンでも３回で５９ヤードを獲得して敢闘
賞を受賞したＷＲ佐藤玲太は「スター選手が少なくても全員のレベルが高かった。人数の
多さもアドバンテージだ。来年は部員を増やし、選手全員のサイズアップもする」と決
意。ＱＢ小笠原も「相手にリズムを乱されず、チームをしっかりと引っ張るＱＢになりた
い」と言い切った。（北海道学連広報委員　塚田博）


